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世
界
貿
易
の
衰
退

近
年
の
.世
界
貿
易
は
萎
縮
.に
萎
縮
'を
重
ね
續
け
.て
ゐ」

る
、
略
太
戰
前
の
.貿
易
額
に
近
づ
.け
る1

九I

一
五
年
ょ
り
ニ
八
年
ま
.
.で.は
、
徐 

々
に
で
は
あ
'つ
た
が
、
世
.界
貿
易
は
成
長
し
た
、
#
る
に
所
謂
第
三
期
恐
慌
に
入
グ
て
以
來
急
激
に
下
降
し
、.1

九
三一

年
末
に
.於
い 

て
は
ニ
八
年
求
の
殆
ん
ど
华
分
の
金
額
に
凍
で
落
込
ん
爽
。
: :

L
九
三
.一
ー
带
.は
更
に
低
下
し
た
。
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か
\
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を
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に
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す
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上
揭
の
諸
表
を
み
る
.に
、I

九
三1

1 '

年
に
於
け
る
*li
t
界
貿
易
價
傰
は
.前
部
よ
り
£
割
三
分
低
く
、

一
 
九
：

11

九
年
に
比
較
す
る
時
は
、

1M :
に

六

割

一

分

の

減

少

で

あ

る

。

こ

の

際

五

割

足

ら

.ず
に

及

ぶ

.物

價

下

落

を

# '
腐

す

れ

.

.ば
、

'貿
易
數
量
の
減
少
は
一
一
割
六
分
乃
至
七
分 

に

及

ぶ

も

の

と

量

免

さ

れ

，る

:0
而

も

貿

易

數

*

の
下
落
速
度
は
で
九
ー
ー
ー
ー

'
1 :

ー'ー
ゴ
年
.が

ニ

九

—

三

0
牢

又

は

兰

〇

丨

三

 

一
¥

の
孰
れ
よ 

り

も

火

で

あ

る

事

は

注

目

に

値

す

る

。

次

に

注

闺

す

べ

き

は

貿

易

萎

縮

の

中

心

が

、

非

工

業

國

か

ら

工

業

國

に

移

動

し

た

靡

で

あ

る

。 

即

ち

、

.工
業

_

間

の

製

造

品

の

交

換

は

'-
*

最

瑪

に

至

つ

；て
、

X
業

國

と

非

工

業

國

間

の

.製

造

品

，對

原

產

品

の

交

換

よ

り

も

一

曆

激

し

く 

收

縮

し

た

事

で

あ

る

。
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.

世
界
市
場
に
.於
け
る
價
格
激
落
に
當
丽
し
て
比
較
的
そ
の
經
濟
機
權
の
，近
似
せ
る
諸
國
は

，、

。そ
の
競
#
上
各
自
國
の
生
產
费
及
び
^
 

品
侦
袼
を
低
下
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
が
、
.之
を
充
分
に
行
ふ
を
得
ざ
石
國
又
は
國
內
經
濟
の
，必
要
上
却
つ
て
物
僙
釣
上
を
行
へ
る 

國
は
、
多
く
は
本
位
を
離
脫
し
て
貨
幣
の
勸
外
'價
値
を
卞
落
せ
し
め
た
。
之
が
爲
め
に
貨
幣
價
飢
低
落
國
.の
商
品
が
世
界
貿
易
に
於
け

る
割
合
は
.漸
時
增
加
し
咋
年
末
に
於
て
は
五
o

■

超
過
し
た
。
本
年
四
月
末
の
米
國
の
金
本
篇
阶
に
狂
つ
て
こ
の
f

プ
四
f

一〖

為
棄
に
於
い
て
は
、
各
國
は
そ
の
國
內
市
場
を
確
保
せ
ん
が
爲
め
に
高
率
關
税
、
割
當
制
度
、
S

管
理
等
を
益
整
に
行
つ 

た
。
そ
の
繁
は
貿
易

Q

S
の
收
縮
で
あ
り
、
偾
霞
の
對
外
偾
務
支
拂
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
。

f

t
、

C

V

J、
 

通
商
障
碍
は
、
亦
、
非
I

I

工
業
品
自
給
を
促
し
た
。
然
も
之
等
の
國
々
に
於
け
る
機
1

入

の

襲

的

霞

^

 

的
麗
が
エ
業
品
輸
入
減
少
.の
程
度
に
追
付
き
得
な
い
こ
と
を
承
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
實
に
世
界
驚
に
入
贫
れ
る
®
! ^
^

^

數
量
の
減
少(

雜

及

羊

毛

I

s
は
、
所

習

給

I

I

同

時

空

醫

及

び

非H

業
國
兩
客
窮
看
伴
つ
て
發
厂
せ

”

あ

寺

】

於
“
て
、
獨
り
l

i

界
市
場
に
向
っ
て
、
'繼
的
突
進
を
試
み
る
な
ら
ば
、
之
が
排
斥
を
受
く
る
こ
と
は
1

 

で
あ
.つ
て
"
英
國
ブ
ロ
ッ
ク
に
於
け
る
そ
れ
も
同
檬
に
し
て
肯
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
徒
ら
に
英
國
の
横
暴
を
叫
ぶ
は
愚
で
t

 

篇

で

あ

る

。
若
し
英
I

f

滿
市
場
I

て、

英
ブ
V

I

場
に
於
け
る
日
本
品
の
如
く
I

襲
せ
ば
、
0

t

l

 

議

の

謹

發

肢

§

め
に
同
様
の
事
を
行
は
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
自
衞
權
は
英
國
產
業
も
亦
之
を
有
す
る
の
で
あ
る

(
1
0

英

ブ

P
ツ
ク
强
化
の
必
然
性

. 

.

「

、

前
揭
の
塞
計
中
に
も
見
る
如
く
、：
世
界
貿
I

慌
の
深
化
の
一
部
と
し
て
、：
英
國
貿
易
も
極
度
の
不
振
に
陷
つ
て
f

1 

と
が
英
ブ
«
ッ
ク
强
化
策
I

本
原
因
1

る
が
、
こ
Q

l

i

lに
す
る
f
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、
英

獲

f
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W
ね
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な
ら
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_
賢
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1
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觀
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際
し
、柬
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^
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之
に
續
く
保
護
政
策
の
强
化
で
あ
冬
パ
例
へ
ば
同
年
九
月
の
®

^
税
引
上
、4*.

一
^r

日
に
於
け
る
非
常
關
稅
法
、
同
月
ニ
十
五
日
の 

異
常
輸
入
關
稅
法
、
十
ニ
月
に
於
け
る
非
常
關
栊
法
の
擴
張
、
三
'ニ
年
三
月
.ニ
日
の
新
關
税
法
、
四
月
ニ
十
六
日
に
於
け
る
新
關
税
法
等

々
之
で
あ
石
。
此
等
の
. 

政
策
は
英
國
貿
易
の
パ
. 

ラ
ン
ス
改
善
に
效
果
が 

あ
つ
た

-°
即
ち
、

一
九 

三
一一

年
に
於
け
る
輸
入 

量
は
前
年
ょ
り一.

割
一
一 

分
減
少
し
た
る
に
對
し
、 

輸
出
量
は
M
ヸ
ょ
り

些 

少
な
が
ら
增
加
し
、
入 

超
金
額
は
三
.1

年
の
四 

億
七
百
萬
磅(

一
八
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六
百
萬
弗)

か
ら
一
一
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〇
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;
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憂

)
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し
た
。
上
圆
は
こ
の

!
S

1

間
の
經
路
を
圖
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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、

併
し
こ
れ
は
軍
に
.1

九
三
一
年
と11

年
と
を
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而
も
バ>rv

ン
ス
の
點
か
ら
觀
た
時
の
結
果
で
あ
，つ
て
、
貿
易
の
ス
ヶ
ー
ル
か
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見
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ら
ば
、
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S
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る
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更
に
こ
れ
を
、
地
理
的
見
地
か
ら
觀
れ
ば
、
次
表
の
如
く
に
變
化
し
て
ゐ
る
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有
一
表
に
於
い
て
晉
す
べ
き
は
、
瑜
出
表
に
於
け
る
帝
國
內
輸
出
の
急
落
で
あ
る
。
特
：に
そ
の
低
落
の
度
合
が
帝
國
外
領
域
へ
の 

輸
出
の
低
落
ょ
り
も
大
な
る
の
一
事
で
あ
る
。
元
來
、
輸
出
入
の
點
か
ら
觀
察
す
る
と
、
英
國
と
そ
の
輝
領
間
の
經
濟
關
係
は
近
年
次 

第
に
撖
弱
と
な
り
つ
X
あ
名
。
即
ち
*
帝
國
内
各
國
の
輸
入
高
に
於
い
て
、
英
本
國
の
占
む
る
重
要
性
は
漸
減
し
て
ゐ
る
。
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六

五
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六

五
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四
七
三
四

反
對
に
本
國
の
輸
出
ょ
り
み
る
も

、

，そ
の
を

&

ぬ

巾

、

英
啼
0

^

へ
の
輸
出
の
§|

合
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一
九
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一
一
八
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九
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九
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九
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四
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四
四
'.
^

.

四
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に
低
落
し
I

た
。
か
く
の
如
き
情
勢
は
到
底
英
本
國
の
忍
ぶ
能
は
ざ
i

で
f

、
殊
：に
歐
训
大
戰
後
世
界
市
場
に
於
け
| |
>9 

テ
ン
の
疆
が
失
は
れ
た
.事
I

面
と
し
て
、
帝
國
市
場
の
裏
性
が
S

し
た
f

に
鑑
み
、
英
帝
國
ブ
ロ
ッ
I

化
の
谷
n

 

至
.的
に
熾
f

t

ざ
I

f

い
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ォ

ぶ

ヮ

I

f

1

1
化

で

变

I

f

於
け
る 

關
税
率
改
正
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
强
化
の
一
般
的
政
策
の
一
部
で
あ
る
こ
と
響
を
俊
た
な
い
o 

t

l

 
一

防
禦
戰
が
不
充
分
な
る
は
勿
論
：で
、
英
國
と
し
て
I

國
市
場
を
最
も
侵
す
も
の
に
、
更
に
個
別
的
攻
擊
を
加
へ
ざ
る
を
得
な
い
力 

く
て
日
本
品
が
當
面
，

：

の
同
標
と
'̂
つ
た
.譯
で
あ
る
0

(

1

5
世
界
市
場
に
於
け
る
日
本
品
の
排
斥

一
九
三
ニ
年
に
於
I

邦
.品
全
輸
出
額
は
.十

5
.窣

碧

寓

圆

、S

竿

糧

九

百

蘭

、本
年
上
半
期
は
裔

S

し、漆上半期に

比
しi

l
l

千
窗
の
增
加
と
な
づ
て
.ゐ
る
。
業

日

本

贸

_

冬
か
ら

p

入

が

行

は

れ

る

爲

め

、

.

上

期

は

輸

入

季
で
あ
る
。
從
つ
で
'本
郇
も
：輸
出
入
を
比
較
ず
れ
ば
.fr
人
九
像
ー一

千u

百
？

=1

挺
-
達
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三
千
五
I

圆
の
入
超
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
i

l

l情
I

つ
て
.當
然
な
の
で
、
醫
は
こ
の
輸
入
率
に
輸
出
が
激
增
し
た

右
英
通
商
那
題
槪
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品
I

入
防
馨
段
を
麗
と
し
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。
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背
句
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メ
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對
しV

ン
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グ
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■

管

き

；て
評
霞
止
め
を
：行
ひ
；、
保

證

金

聲

^

和
蘭
は
三
月
の
輸
人
制
眼
實
施
に
依
^

綿
糸
巧
さ
ら
し
綿
蓮
が
輸
会
制
限
し
、

墨
國
は
ニ
月
え
び
罐
詰
の
關
稅
を
則
上
げ
、

：

被
蘭
は
フ
.イ
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ン
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^
1セ
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關
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上
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三
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割
五
分
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爲
替
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課
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國
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し
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に
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旬
滿
了
と
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っ
て
、
全
く
そ
の
進
出
は
姐
化
さ
れ
た
o 
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內
市
場
へ
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進
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、
。最
近
數
ケ
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來
辣
に
目
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爲
め
に
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爲
替
ダ
ン
ブ
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p

y

l

防
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謙

輸
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と

米
國
に
か
、い
て
も
凌
ぐ
ろ
觚
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麓
球
、
セ
ル
ロ
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ド
篇
ロ
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マ
ツ
尹
、
ズ
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、
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ラ
ツ
シ
じ
ゆ
う
た
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漁
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は
關
稅
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l
上
の
爲

め
に
、
旣
に
關
|

員
會
に
於
い
て
糧
中
の
も
の
、
又
は
ダ
ン
ビ
ン
|

疑
の
爲
め
、
大
藏
當
局
に
懸
I

任
中
の
も
の
が
あ
る
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佛
領
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、ソ
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近
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を
、
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院
の
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合
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上
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の
席
上 

じ
た
。
そ
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ふ
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依
れ
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及
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羅
然
丁
等
に
於
い
て
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太
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し
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ゐ
る
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菽
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以
上
、
弛
界
市
場
.に
於
け
る
！！1本
品
排
斥
：の
：概
要
を
記
述
し
た
の
は
、
.所
謂
英
ブ
ロ
ッ
ク
の
H
本
品
排
斥
が
決
し
て
英
ブa

ッ
ク
の 

み
の
行
ふ
處
に
非
ず
し

て

、

却
つ
て
そ
れ
は
世
界
の
日
本
品
排
斥
の
ー
亂
で
お
る
こ
と
を
明
か
_に
.せ
ん
が
爲
め
で
あ
る0 

併
七
乍
ら
英
ブ
ロ

ッ

ク

の

日
本
品
排
斥
が
、
最
も
大
な
る
も
の
で
あ
り
、
徹
底
的
で
あ
り
、
亦
吾
國
貿
晶
の
受
く
る
打
擊
も
最
大
な 

る
•も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
ぬ。

(
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英
ブ

D
ツ
ク
の
日
本
品
排
斥

先
.づ
白
本
貿
易
に
於
い
て
對
英
貿
易
が
如
何
な
る
®
要
性
を
占
め
て
ゐ
.る
か
を
み
る
爲
め
に
、
吾
國
全
輸
出
入
中
.に
占
む
る
英
帝
國

の
率
を
米
國
の
そ
れ
と
比
較
し
て
擧
げ
ょ
ぅ
。
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右
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を
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す
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が
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排
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段
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又
は
結
■

於
い
V

I
ロi

棑
f

な
れ
る
手
段 

の
：自
顧
し
ぃ
も
0.
を
列
擧
し
て
見
ぁ
ぅ
.
0へ.

.

.;ぺ
;

べ
八

一
九
三
一
年
十
月 

1

九
三
ニ
年
八
月 

一
九
三
ニ
年
十
月 

1

九
三
三
年1

月 

'
同
 

0 同

.

同
 

同
 

同一

.
同

：
'

同 同 同 同 同

十

日
1

月 
'三
月
.

.三
月 

四
月 

五
月
' 1 

五
月
ニ 

五
月
五
'
日 

瓦
月
十
.s'
日 

同

.十

.七
日 

同

三

十

日 

，六

月

七

日 

同

七

日

'印
度
。
'關
稅
引
上
"

印
度
o :關
税
蔣
引
土 

■ォ
タ
i

,i
施 

印
度
。
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日
泡
通
商
條
約
破
粱
通
告 

埃
及
？
雜
品
亂
祝
引
上
.■ヾ
' 

英
本
國
o
ゴ
ム
靴
關
税
引
上 

.英
本
國
。
綿
手
袋
關
税
引
上
:- 

埃
及
。.綿
製
品
關
税
引
上
，

.

西
阿
通
商
條
約
臌
棄
通
街
-:
-

.■: 

埃
及
。
絹
及
人
絹
關
税
引
土
'

一
輸
出
人
制
限
條
約
脫
退
通
！
！
” 

V

、
 

印
度
o
'綿
布
新
關
税
赏
施
：

：
：
.
.
.

‘苘

同

.十

五

日

.
マ
レ
ー
職
邦
-°
綿
布
、
繭
、
人
絹
關
税
引
上 

同

同

.,
'ニ
十
日

■

㈣。
ゴ
ム
ft
&

し
規
金
供
托
耍
求
。

:

同 

同

二

十

六

日

苋

阿

。
關
m
引

上

.

同 

同
二
十
六
日
南
柯
。關稅引上.
：

.同

•

七

月

十

八

日

南
！
：

o
電
氣
器
具
に
ダ
ン
プ
稅
賦
課 

此
の
如
き
英
ブa.

ッ
クQ

全
面
的
なHI

本
n
i排
斥
の
.中
、
商
品
と
し
て
最
も
m

s
る
は
綿
製
品
及
人
絹
で
あ
り
、
特
に
■

ロ
m
で 

あ
る
。.
故
に
先
づ
世
界
市
場
に
於
け
る
日
英
の
綿
布
輸
出
の
對
立
醫
が
如
何
な
る
も
の
で
I

か
を
示
さ
う
。
こ
れ
は
一
九
三
一
一
年 

CD
-銃
計
で
あ
る
。

(

單
位
千
平
方
ヤ
ー
ド
。
A
印
は
日
本
の
少
き
を
示
す)

支シ 香

那 

ン

ド
港

ヤ
■

.ム.，
 

匕
.リ
ッ
*
ヒシ

蘭
印
及
英
領
ィ
ン
ド 

海
峡
植
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.
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濠 
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英
通
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八
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五

五
•六
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五
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右

の

如

く

、
總

輸
出
高
に
於
い
て
は
日
本
は
英
國
，ょ
り
1
億
五
千
艽
百
萬
平
方
.ャ
ー
ド
少
い
が
、

一
昨
华
に
於
い
'ては

三
意
ャ 

少
な
かつ

た
事
實
を
省
る
な
ら
ば
、
：
.I
h
に
昨
年
麼

に
於
い
ては

：！！

本
品
は
躍
進
し
た
と

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

又

人
絹
に
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い
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み
れ
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i
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:

.

一
九
三
ニ
年
に
於
い
„て
英
國
人
絹
業
は
世
界
第11

一
位
に
位
し
，
處
額
A
千
九
首
离
ポ
ン
ド
、V第
，一1

位
：は
伊
太
利
の
：七
千
萬
ポ
シ
K
、 

第
一
位
は
米
國
の
ー
億
彐
千
百
.萬
ポX

ド
：で
あ
る
。
.
.之
に
對
し
日
本
人
絹
は
六
千
四
.百
萬
ポ
ン

ド

で
第
四
位
で
あ
る
が
、
六
年
前
に
は 

蒗
：六
酉
五
十
萬
ポ
ツ
ド
|€
過
ぎ
な
か
.つ
.た
の
で
あ
ヶ
第
，四
位
と
は
云
.へ，塗

^

の̂
.英
國
と
.

Q:

差
技
.五
.百
萬
..•
ホ
.ン
ド
に
.過
ぎ
な
い
。
殊
に 

本

年

上

半

期

は

遂

に

第

一

一

位

.と

.な
つ
.た
事
實
を
考
.ベ
れ
ば
、
英
國
が
.恐
怖
す
^
は
當
然
で
あ
.る
。
；然
も
1日
英
工
業
の
衝
突
は
綿
布
や
人 

絹
に
止
ら
ず
、
化
學
藥
品
、
.
m
球
"'
自
轉
車
、
鈕
細
、
セ
.メ 

：
ン.弋
ソ
ゴ
ム
靴
等
頗
る
廣
範
圍
に
宜
つ
：て
ゐ
る
。
以
下
英
帝
國
內
主
要
地 

に
^

る̂
»
國
の
_
爭
を
多
少
靜
述
す
る
：が
、
そ

(0
前
に
所
謂「

日
本
品
0
ダ
ン
.

(

ビ
ン
グ
し
な
る
問
題
を
論
じ
て
置
か
ぅ
。

■

問
題
は
果
し
て
日
本
品
の
輸
出
が
ダ
：ン
ビ
ン
グ
な
り
や
否
や
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
'«
:
ダ
ン
；ビ
ン
グ
の
語
義
を
定
め
て
置
力
ね
ば
な
ら

ぬ
'0
'
卜

■
:

::
;

:

.-.
-,

' 

..

, .
'

■

■

.

パ

,

.

.ダ
ン
ビ
ン
グ
の
.語
義
は
:-
*
様
で
，な
い
‘？
最
も
單
純
朋
S
な
る
も
の
は
、
生
產
费
以
下
の
販
寶
價
格
を
指
す
も
.の
で
あ
る
。
こ
れ
と
略 

4
同
義
な
：.の
は
、
坐
產
費
に
平
均
利
潤
を
：加(

|

の
、へ_

ち
、生
產
債
格
以
下
で
.賣
ー
る
こ
と
：を
ダ
ン
ビ
ン
グ
：と
稱
す
る
も
の
で
あ
る
。 

國
民
政
府
の
：不
當
廉
賣
取
締
法
第
二
條
第
三
項
は「

生
產
原
#.
.ょ
4
低
廉
な
る
時」

と
規
定
し
て
ゐ
る
。
併
し
こ
れ
は
實
際
適
用
に
'當
つ 

て
は
坐
產
原
費
の
調
资
が
で
あ
る
爲
め
妃

 

>
> 多
く
用
ゐ
B
れ
教
い
o 

,
次
'の
定
義
は
輸
出
國
內
の
價
格
ょ
り
4
低
廉
に
腮
賫
す
る
名 

0
•英
通
商
間
想
霞 

ニ
：

1

九

(

ニ1 三
：>



B
英
■
鼎

題

概

觀

て

：

.

'

I

I

:
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m
l
g

 

とp
ぁ
る
。
.：̂1
つ

ぼ
：1

「

_
出
國
^
黎

^
輸
出
赌
の
茈
.當
却
賣
價
格
，に
：運
賃
序
數
料
保
險
料
そ
の
他
諸
褂
及
關
税
を
加 

»
:u
た
名
額
；よ
：办
俄
廉
な
^
價
格J

:
c
p

本
關
稅
楚
率
法
第
.五
：
倏

の

^

施

行

忆

關

す

る

怨

次

如
乂
，
輸
入
國
忆
於
け
る
l

i

ic
品
め
傯
l

T
to
價
格
：で
：あ
る
は
第
五
は
徽
出
先
f
e依
.P
.て
異
る
價
格
で
舨
賣
さ
.れ
る
場
合
で 

ぁ
•免

.國
民
政
府
'の
前
揭
法
：.の
第
1-
項
は
:&
れ

.«
:
規
定
む
て
ゐ
る
？

：.
'
:
:
'

。
；へ〜

 ̂
.

■-.

f-
洛
は
芻I

一
 
の
定
義
即
ち
产
睦
價
格
に
^
^
.
.
.

の
爲
め
の
費
用
を
如
へ
た
.る
も
'の
.よ
り
®
廉
.；に
販
寶
す
る
こ
.と
を
ダX

ビ
ン
グ
と
稱
す 

る
定
I
を
^
る
：。
が
.し
、こ
の
外
^
ま
替
ダ
シ
，ヒ
.シ
；ク
.及
び
社
會
的
'タ
シ
.
.
.
^
ン
，.グ
.
稱̂
.せ
ら
れ
る
も(

の
.が
あ
る
0
;社
#
的
ダ
ン
ビ
シ
■グ
と 

は
例
べ
ば
勞
銀
の
異
常
な
る
低
廉
等
の
如
き
、
社
會
的
事
情
..に
基
く
廉
價
販
寶
‘で
あ
る
0
こ
れ
：は
if
.じ
：て
ダ
；.ン
ピ
：ン
グ
で
は
な
い
。
軍 

な
る
廉
惯
と
ダ
ン
ビ
ン
グ
と
は
異
ぎ
、：.ダ
シ
ビ
，ン
，ダ
と
書
ふ
以
土
，は
販
寶
に
於
け
る
或
標
準
的
な
瓶
格
，C .

こ
れ
を
何
處
に
求
め
る 

に
；せ
よ〕

以
下
.の
.販
寶
で
な
け
れ
ば
な
，̂
ぬ
:0
^

>
ば

爲

替

ダ

シ

ピ

；
ン
：グ
、
は

如

何

.-
0
自
國
通
貨
を
以
て
表
は
す
.限
；̂
、
爲
替
ダ
ン
ビ
ン
グ 

は
輸
出
價
格
の
引
下
げ
を
意
味
し
な
い
-o
換
言
す
れ
ば
..内
顧
價
格
百
圓
の
.も
の
を
依
然
百
a
で
輸
出
し
て
ゐ
る
。
た
V
爲
替
沘
落
ヮ
爲 

..め

に

：例

へ

ば

，
平

價

な

：
ら

ば

五

十

弗

^
な

：
る

べ

き

も

，
の
，
が

四

：

f
#
、

.三

.十
：弗
と
な
る
：忆
過
ぎ
-&
い
o
從
つ
て
こ
れ
は
ダ
ン
ピ
ン
ダ
で
な
い 

と
の
議
論
が
成
立
す
る
，譯
で
あ
る
：が
"
着

：は
こ
.藤
を
採
ち
な

.ぃ

.9
凡
そ
輸
出
品
の
外
_
市
場
に
於
け
る
價
格
は
、
常
に
當
該
市
場 

の
屬
す
る
國
の
貨
幣
に
換
算
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
.ダ
シ
.ピ
シ
グ
問
題
に
於
い
て
も
輸
出
商
品
の
價
格
は
、
換
算
さ
れ
た
る
價
格
で
考
へ
ら 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
'
'い。
端
的
にM

.

へ
ば
百
圓
と
百
圓
が：

比
較
さ
れ
る
の
で
な
く
て
、
百
圓
と
五
十
弗
四
十
弗
と
が
比
較
さ
れ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
換
算
さ
れ
た
る
價
格
が
通
常(

金
本
位
維
持
の
：揚
合
に
於
け
る)

の
換
箅
價
格
よ
り
低
廉
な
る
時
、
之
を
一 

種
の
ダ
シ
ビ
ン
グ
と
斷
ず
べ
き
で
あ
る
、

-
: 
,

■

.
:
7
:
:
v
v

ダ
ン
ビ
7
グ
の
正
當
な
る
語
義
は
た
と
ベ
筆
#
の
言
‘
如
く
で
あ
る
に
せ
よ
.
近
時
用
が
ら
る
、
ダ
ン
ビ
ン
グ
な
る
語
は
、
更
に
一

つ
O'
別
機
な
語
義
を
荷
し
て
ゐ
る
？
印
度
產
業
保
護
法
の
規
定
に
依
れ
ば
'「

外
國
商
品
が
.イ
ン
ド
に
於
い
て
イ
ン
ド
產
業
の
存
立
を
危 

く
：す
る
如
き
異
常
に
低
廉
な
も
.價
格
を
以
セ
寶
却
さ
.れ
、
叉
ば
輸
入
さ
る
、
場
合
し
總
督
は
必
耍
と
認
む
る
程
度
の
關
稅
を
賦
課
し
得 

る
な
と
に
纪
つ
て
ゐ
'る
が
>
之
を
普
通
に
.イ
シ
せ
P
グ
ン
.ビ
ン
グ
法
と
稱
し
：

V

ね
る
P
併
し
こ
.れ
は
拍
當
で
な
い
。
事
實
.土
は
こ
の
法 

文
に
規
定
さ
れ
た
る
如
き
廉
價
に
て
販
寶
さ
れ
る
場
.合
は
、
多
く
は
ダ
ン
ビ
ン
.ダ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
併
し
軍
な
る
廉
寶
を
'ク 

ン
ビ
ン
グ
と
稱
す
る
こ
と
は
、
結
局
經
濟
的
諸
概
念
.i
亂
I

一
 
ず
る
の
危
險
を
大
，な
'ら
し
む
る
.
.に
過
ぎ
な
い
:.
0
イ
ン
ド
當
局
も
こ
れ 

を
ダ
ン
，ビ
ン
グ
防
|!
:
法
と
稱
せ
ず
し
てs

a
f
e
g
u
a
r
d
i
n
g

o-
f
: 

Industr

ぎ

：

A
c
t
,

と
稱
し
て
ゐ
る
.0
さ
て
、
本
論
，に
歸
ら
ぅ 

.
<
A

)

英
來
國
に
於
け
る
日
本
品
排
斥
。
.先
づ
對
英
本
國
の
輸
出
贸
嚴
を
、
蜜
要
商
品
に
就
い
て
み
る
に
次
の
如
く
で
あ
る
。
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す
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憤
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澤
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實
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又
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。
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右
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。
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結
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落
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1
,
1
0

、一.
八ニ
 

.
'
.
'
.
K

九
1
1
0、.
ベ
七
七
、五
八
六
' 

1
5
、六
ニ
九
：;-
:ニ
七
、五
”
§

.

1

九

三一

八

三、三I
 

'四四
、
證
四
：
 

' ー
〇
、八
七
九 

1

九

芎

.

七
興
o
六
八

'
.

H

七
、八
八O

1
0、八
八
ニ

:

ン
“ 

I輸
l

i

l

l

l果’ 

I
布
へ
の
.關
税
は
安
く 

I

Iの他 

f

 

o

t

s

i

i

i

f
 

- 

V
.
.
.
. 

- 

, 

- 

-

蛋
八
月
十r

百
英
保
雲
f

寒

1ルーI
入
關
f

引
上
げ
を
S

I
、
そ
s
 

〕

逢
め
、.ぃ同方面向
I

本
品
は
相
當
め
顏
l

i
の
ゴ
ム
靴
、

生

地

綿

布

"

划

エ

鋪

布

 

人
絹
、
.：'ダ

委
.ゾ

自
醤
が
洋
傘
そ
0
|
.

に
及
奪
.̂
今
 ̂

て
：、：ぐ'。V.

迄
.
v
v,-:-
M

'
.
v
-
.

'
'
.
v
c

異

鶴

_
.
麗

觀

 

一
S
 

(
一.

三
ニ
ー-一)

.

.

.人

.
絹

.織
■
物

®
位
千
.ャ
丨
ル
V

-

總

'
:計
'
'
:
•
日
：
.

本

；

英

'.
國 

.…
.
1
、

五
八
八 

一
四
八
：

ニ
ニ
ニ 

V 

.
: 

r

九
：

d

ハ

四：
.

一
、〇
四
三 

1
1

六 

:
1
1、四
1】

■

ニ
、
一
 
八
〇
-

:

:

四ニ
 

四、三
 
一，I

:

四
、
二三
九：

二

 I



日
英
通
商
間
震
鞔
：
 

U:賴
ニ 

c

i

i

s
 

絡
も
之
等
0
引

土

：げ

は

無

差

別

：
に

.行

は

れ.る
；
が

故

崔

：：：
邦

品

0.
輸

入

減

：少

：に

依

^
て

間

接

的

杧

英

國

を

援

助

し

得

て

^

特

悪

制

の 

實

施

；
に

俅

る

直

接

：繼

助

を

與

、
：へ

得

な

^
?
.そ
れ
は
所
謂
3
;
:
.
ン
.ゴ
：，1
:盆
地

，
條

約

杧

刺

 

一
九 

年
九
月
十
日
分
ン
•ジ
i
:ル
；マ
，ン
•
Tン
，
シ
ィ
.に
.看

日

_

米
、
佛
、：白
、葡

接

等

§
諸
國
全
權
に
依
0
て
'署
名
せ
ら
れ
た
も
のP

 

コ
ジ
ゴ
.
1盆
地
を
中
心
と
す
':る
ア

：
フ
，
リ
^
地
方
化
於
け
る
開
發
、
居
住
、及
び
通
商
の
自
_
と
均
等
主
義
と
を
約
定
し
た
も
の
で
.あ
る
0 

同
條
賺
十
條
に
依
れ
ば
、
各
署
名
國
は
條
約
實
施
の
日
ょ
り
十
字
の
TO
間
滿
了
.の
際

べ

經

驗

上

.
必

要

ふ
る
爲
め
#
合
才
る
こ
^

>な

,̂
居

り
;:
»
;右

-
|
^
-
の
期
間
は
一
九
1
1
0年
七
月
三
十
一
日
を
以
て
滿
了
し
た
る
も
、
未
だ
何
れ
の
國
ょ 

り
も
右
修
茈
會
議
開
催
の
提
議
を
み
ず
し
.て
今
日
に
及
ん
.だ
も
の

re
あ
る
。
從
つ
て
近
年
の
貿
易
事
情
の
變
化
及
び
オ
、タ
ヮ
#
ii
等
に 

示
さ
れ
：た
^
英
ブ
.ロ
ッ
ク
運
動
の
進
展
.と
.共
.■に
、
讀
條
約
修
疋
又
は
.廢
棄
の
可
否
が
論
議
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
從
來
の
論
調
に
侬
れ 

ぱ
英
本
國
は
改
訂
に
賛
し
、東
阿
忙
，进
つ
て
は
反
.對
0
傾
向
で
ぁ
づ
^
亦
、
次
第
に
東
.阿
.に
：於
い
て
も
賛
成
の
氣
運
が
濃
厚
と
な
つ
て
ゐ 

る
。
即
ちt

九1

一

三

年

三

月

十

：：ー

'扫

ナ

ィ̂

-|
2
:、市

に

開

催

さ

れ

た

る

：ダ

^

コ
ン
ゴ
.
1 

盆
地
條
約
問
題
の
討
議
に
»
り

て

；
は

、

英

帝

國

は

關

税

自

的

の

爲

.に

.は
寧
一
體
と
看
做
さ
る
べ
し
と
の
原
«|
1
に
俄
つ
て
考
愿
す
べ
き
!? 

を
建
議
す
し
へ
と
.決
議
し
、
又
、
.ナ
ィ
ビ
，ロ
.商
業
會
議
所
»
同
年
.六
.月
十
四
日
の
總
會
に
乘
.て
、「

本
商
#
會
議
所
は
英
帝
國
產
品
に
對
'

す
る
特
逋
税
率
の
實
施
を
希
望
す」

と
決
議
し
た
。
但
し
反
對
も
あ
る
。
同
年
五
月
十
一
日
モ
ン
バ
サ
商
業
會
議
所
は「

コ
ン
ゴ
ー
盆 

地

條

約

の

廢

棄

は

：
全

體

：と

.し
，
て.囊
國
の
留
易

.に
左
1>
た
る
利
益
.を

脔

ら

：さ<
る
：
ぬ

反4
ノ
^

大
な
る
ベ
し」

、と
：決
_
し
.て
ゐ
る
贊
否
兩
論
は
^
最
近
に
.於
い
て
も
#
在
す
る
？
柬
阿
商
業
會
_
所
聯
合
會
長
セ
ィ
ャ
ー
氏
は
本
年 

七
月一

ー
十
四
日
同
#
合
會
¥.
次

大

會

：に

於

い

て

、

10
本
品
排
斥
に
關
す
る
强
硬
な
る
反
對
寶
を
の
べ
て
ゐ
：る
0
即
ち
そ
.
0說
く
處
.に 

依
れ
ば
、
策
ア
の
對
日
輸
出
は
そ
の
意
義
頗
る
®
要
で
、
特
に
ウ
ガ
ン
：ダ
産
：の
棉
花
及
；び
マ
ガ
ヂ
齑
ソ
ー
ダ
は
最
近
顯
箸
な
る
輸
出
を

み
て
.

I
然
る
に
日
本
品
I

I

加
g

l

め
、
n
本
商
業
者
が
そ
の
門
戶
を
閉
す
如
き
結
f

招
か
ん
か
、
そ
の
來
ァ
に
及 

ぼ

す

看

響

I

I

I
ぁ
.
l

i
は
.こ
I

味
に
於
い
て
日
本
品
I

殊
扱
ひ
i

對
1

る
^
^
管̂

に

奢

の

8

議
は 

「

コ
ン
ゴ
1
盆
地
條
約
及
f

ン

デ
篇
は
朿
ア
の
財
政
、：齟
濟
の
匡
を
枸
東
し

、
：
^

ら
ず
、
日

本

藥

■

民
.

I

I促
I

る
I

そ
S

る
I

て
;'
こ

れ

等

兩.條
約
の
改
訂
を
霞
す」

と
率
直
に
決
議
し
て
ゐ 

る
o
こ
の
兩
說
の
孰
れ
が
勝
つ
か
は
豫
斷
出
來
な
い
。
改
訂
賛
成
煮
が
東
ァ
資
本
の
代
表
で
、
反
1

が
英
睡
資
本
の
代
表
と
も
言
へ 

な
い
。
5

ば
反
對
論
意

”
.セイ
、ャ
1
が
ー
夏
：I

一
マ
含
天
然
曹
■

如
き
は
3

ス

トImperial c
h
l
a
l

I

I

姜

配

.下
：に
f

も
の
I

今

孰

れ

'
に

せ
i

?
條
約
改
i

 

こ
と
は

事
實
I

る
o
そ
|

コ
.：：ン
ゴ

丨

義

窮

が

.#;
數
國
家
間
に
結
ぼ
れ
_

約
1

$

^

^

=
：：

來
な(

レ
、

叉
.
Vぃ
タ
ン
ガ
イ
力
に
適
用
ざ
れ
.て
ゐ
务
マ
' ン
デ
]
.
K條
約
も
、
，國
際
聯
墨
事
會
の
採
擇
せ
る
B
式
委
任
叙
洋
條
項
第 

I

に「

I

國

I

國)

，
は
I

及
び
航
海
f
 

I
び
I

濟
土
、
■商
業
上
及
|

業
上
_

全
|

均
等
を
.、
自
麗
に
對
す 

る
I

樣
な
る
地
f

於
、い
：て
、
一.切
の
國
際
聯
盟
國
々
民
に
對
し
確
保
す
べ
し」

.
'と
明
記
さ
れ
^
^

日
本
.の
i

證
通
吿
後
一
.一I

經
過
す
れ
ば
、P
こ
' 

1
項
は
&
本
に
適
用
さ
れ
な
く
な
る
と
も
云
.へ
る
。
兎
に
_
こ

れ

は

全

.英

フ

ロ 

ク
の
.排

日

品

運

動

：
の

.I

障
碍
.た
る
は
勿
論
で
-
f

が
プ
さ
り
.と
セ
本
年
七
月
一
.一
十
九
日
義
紙
所
載
の
外
務
篇
の
見
解
の
如
く「

英 

國
外
相
サ
イ
モ
M

の
外
交
政
策
は
こ
れ
を
契
機
と
し
で
S

る
i

l

y

.と
い
：ふ
程
の
障
碍
で
は
な
い
。
元
來
英
ブ
ロ
ッ
ク
は
決 

し
て
水
も
管
さ
ぬ
結
合
な
ど
は
し
違
ら
..ぬ
。
從
つ
て
’、
こ
れ
：位
の
屋
で
英
國
の
對
日
外
交
が
轉
換
な
ど
は
せ
ぬ
。
丈
フ
ロ
ッ
ク 

の
雷
ば
サ
イ
モ
：ン 

一■個
の
摄

b
.表
現
で
：は
な
v
、
>

s
義
世
热
に
於

f
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へ：C
Fン
'
加
奈
陀
。
‘英
帝

國

芸

■

中

羅

&
て
パ
#
^
.有
力
致
含
は
加
奈
陀
で
ぁ
$

n

i

l
锞 

一

四

三

c
i
s
l
£
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日

英

®

商

間

：題

槪

觀

 

一
p i
四

C
l

5

1

S
 

は

最

名

馨

で

あ

、る

ャ

旦

夕

日

本

加

奈

陀

間

の

» :
易

緣

例

^

ば

1
ー

基

3

年

を

み

る

-に

、
輸

敗

艽

亩

六

十

§

¥

九

西

萬

圓
 

の

輸

入

片

貿

易

で

，

こ

れ

は

昨

年

比

限

(

つ

た

こ

，と

.で

^

く

、
>
連

年

-2
:

作

を

繼

續

し

て

ゐ

る

o

 

.更

：に

日

本

輸

出

貿

易

の

大

家

.：に

し

て

、

最
 

近

の

菌

易

問

題

の

'中

心

商

品

た

る

纖

維

3 1
業

品

を

，み

る

に
、

#

.た

る

部

分

は

坐

糸

、

絹

製

品

ヴ

曆

絲

類

で

、

人

絹

綿

織

物

等

め

加

奈

陀

エ

業

と

衝

突

す

る

^

办

は

遙

に

下

位

情

は

日

加

«

易

關

係

の

比

較

的

平

靜

を

維

持

.せ

.る

根

本

的

.理

凼

と

#

做

1>
'
そ

.大

過

な

き

如

ぐ

.で

あ

る

0

ぐ

；

：

ぃ

：

:-
:

.

.

'

併
し
か
く
言
.ふ
こ
と
は
、
決
し
：で
加
奈
陀
が
日
本
品
；の

輸

入

昨

年

十

T

月
十
三
日 

fc
は
オ
タ
ヮ
協
^
に
*
く
關
税
改
疋
を
實
施
し
、
本
年
：.一q
:
.
2

築
に
政
策
中
■
,
最
も
著
る
し
■い
も
0
は
ダ
：ン*

ヒ
ン
，グ
税
の
實
«

で

、

' 咋
¥
六
对
|
一
日
及
：
び
，
十

日

に

は

紛

筆

及

莫

大

小

地

に

之

を

行

ひ

、

I十
月
二
十
六
日
に
は
鮭
嫌
詰
.に
實
施
し
た
:0〗
昨
年
來
在
:广
ン
.ク
1
、、ハ
野
.
.々
村
領
寒
代
现
の
報
告
に
依
れ
ば
'「

現

べ

、
不

ト

政

府

は

そ

の

成 

立
以
來
幾
囘
と
な
く
關
税
の
障
壁
^
高
め
、
其
遊
敷
き
.は
.ダ
ン
，ビ
ン
グ
.税
の

賦

課

篇

り

壽

：上
本
邦
ロ
叫
の
對
加
輸
入
塞
^
^

置

き

居

る

こ

と

，は

、~
菩

商

品

貿

易

に

.
一

大

打

擊

を

蒙

ら

じ

め

つ

、

〜

あ

.り

«-
;

i

w
ふ

。
へ

併

し

該

報

吿

中

に

揭

載

さ

れ

：て

あ

る

一

允

兰

0

年
 

及

一

九

三

一

年

度

の

輸

出

表

を

み

る

，に

.、
来

だ

右

野

々

衬

氏

の

异

ふ

如

ぎ

大

抒

擊

は

、

ダ

シ

ピ

ン

グ

税

賦

課

.の

商

品

に

：就

.い

て

は

.現

れ
 

.て

居

ら

な

.

.

s

o

•

■

.'
V

;

::
:
''
:

.

 

5

•:
,'
.
 

■
.
V

•
併
し
、
今
日
ま
で
の
對
加
貿
易
P
平
靜
が
無
條
仲
的
に
永
續
ず
る
と
は
云
へ
.な
.い
o
若
し
將
來
排
日
品
問
題
.が
起
る
ど
'す
れ
尤
、
.ぞ 

れ
は
英
本
國
：の
對
加
奈
陀
市
場
策
と
の
：衝
突
ょ
り
は
、
寧
ろ
加
奈
陀
自
身
の
X
業
の
發
展
.■に
起
因
す
る
も
の
'が
起
る
で
あ
ら
ぅ
。
例
へ 

'ぼ
カ
ナ
ダ
絹H

業
の
狀
況
を
み
る
に
、I

九
三一

年
の
：狀
況
抹
一
九
三
〇
年
に
掉
し
、
X
場
數
は
ニ
個
減
.少
し
た
るH

拘
&
ず
、
坐
產 

額
、
投
資
額
、
從
業
員
數
は
次
の
.如
く
增
加
し
た
 々

：

：

1

九1

七
：
 

1

九
1
1九
：
 

九
三
〇 

一
九
三
一

H

場
數
資
本

」

額
-
,

(

邦〕

.

.

.
從
業
員
數 

,

一，.九

-
、
ニ
ー
一I

一
 j、

l

六
：

四
.：

.

八
一 

S
 

.
ニ
三
ニ
八
、ニ

.七
八

、
六.五
.四

.

四

、
三
七
一
一 

，
ニ
五
三

0
、
五
〇
六
、〇

六

〇

.、
五

、
三
九
三
， 

二
三
三
ニ
、ニ〇五、ニ
〇
七

.
六、
一
一

七
一一

逛

產

額(

弗) 

•
ニ
、
三
七
ニ
、〇
〇
一
 

一
四
、
四
七
六
、〇
八
〇

一
七
、八
〇
八
、
五
九
八

一
八
、1

八
七
、四
九
ニ

勿
論
こ
、
に
云
ふ
絹H

業
は
同
時
に
人
絹H

業
ど
行
认
つ
、
f

も
の
で
あ
る
び
S

は
こ
の
邊
に
f

れ
ょ
ぅ
。

。

,
 

(

G
> 

.
海
峽
植
民
地
興
他
0
把
處
で
は
海
峽
橄
民
地
、
マ
丫
聯
邦
、
ジ
ョ
ホ
上
州

"
セ
ィ
ロ
ン
、
サ
ラ
ヮ
ッ
ク
等
に
就
い
て
. 

括
し
て
記
.述
す
る
。
ィ
ン
ド
と
濠
洲
.の
間
に
介
祗
す
る
、
，所
謂
南
洋
'̂

於
け
る
.英
國
領
土
も
亦
英
ブ
ロ
ッ
ク
の1

眞
と
し
て
邦
品
排
斥 

の
嚼
向
は
明
か
に
紀
在
す
る
。
そ
れ
等
实
國
0:
#
*
颌
±-
'
电
賢
易
输
係
か
ら
み
れ
桩
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峽
植
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地
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あ
る
が
、
先
づ
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る
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輸
出
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易
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み
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數
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日
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次

バ

ニ
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1八〕

IE
ゆ
昨
年
起
月
兰
+
日
把
英
特
:«
關
税
金
*
濰
取
衣
$
?
?
>
:
.

そ
_
品
自
淞
衡
*
及
煙
尊
に
也
'-
,
!
)
ダ
邦
品
ボ
の
影
響
は
僅
少
ザ
あ
づ
た
。、
 

然
る
に
本
苹
六
月
十
五
日
馬
來
聯
邦
は
關
税
改
正
を
行
ひ
^
吕
本
品
は
英
品
-に
此
ム
 ̂

Xに
：
至

り

、

從

來

は
 

.そ
の
差
|
割
に
す
ぎ
な
か
つ
.た
(0
が
、
じ
：の
改
正
.に
依
-:
(
)羝
品
は
極
5
品
5
霄
中
等
品
照
、
1五
劍
、
又
最
冬
多
量
を
11
|
む
る
下
缂
品
は 

.七
、
八
割
以
上
'の

高

率

を

課

せ

：ら

れ

.る
匕
と
、
な
つ
た
。

-C
,れ
は
海
峽
植
浪
#
へ
.の
.輸
出
が
大
部
分
同
聯
邦
べ
仲
斷
.さ
れ
る
も
の
.で
あ 

る
か
：ら
、%

局
海
.胸
植
民
地
向
^

:品
が
課
税
さ
れ
た
こ
と
、
大
差
な
い
。':日
本
は
直
ち
に
英
本
國
政
府
及
マ
レ
ー
聯
邦
政
府
に
抗
議

せ
：し
め
た
が
、
爾
後
返
事
が
な
い
0
:併
し
こ
の
六
月
十
五
.日
の
關
税
|̂

上
げ
は
最
.初
で
は
な
く
咋
年
六
月
一
日
、
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税
を
引
上
げ
觅
に
昨
苹
十
月
十
四
日
、：

ォ
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ヮ
協
.定
祀
恶
き
、
—

、
:A
絹
そ
：の
他
織
物
及
衣
類
の
輸
:A
税
を
ー
割
か
ら
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一
割
に
^
上 

げ
、
..
そ
の
他
、
：自
轉
难
、
''
タ
ィ
ャ
：>
ゴ
ム
靴
等
0
雜
貨
に
就
い
て
も
同
時
に
引
：上
げ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
本
华
四
月
五
由
煉
乳
等
の
關
稅 

引
土
.げ
S
行
つ
：た
が
，
本
邦
輸
人
高
は
«:
月
千
箱
內
外
、
且
つ
品
不
足
の
.爲
め
近
時
輸
入
減
少
の
折
柄
大
し
て
影
響
は
な
ぃ
。
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依
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來
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綿
布
從
懷
ニ
割
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靴

每

足

五

十
仙
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場
詰
食
料
品
從
惯
二
割
、
そ
の
他
の
多
數
品
目
の
外
品
輸
入
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を
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置
き
と
し
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す
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一
律
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。
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1
1

三
、〇
八
五

右
の
如
き
日
本
品
の
驚
異
的
進
出
は
：ー
.九
1ー.
.ー
〇

屯

以
來

、

コ

〒
ン

，ボ
商
業
會
議
所
を
し
て
、
#
三
そ
の
輸
入
防
遏
運
動
を
起
さ
し
め 

た
る

も

、.幸

，ひ
に
し
て
、
衿

政
當
局
及
び
議
會
は
之
を
莕
決
し
.た
。
.英
本
國
製
造
業
者
も
同
樣
の
運
動
を
行
.つ
た
。
形
式
的
に
は
本
年 

一
月
三
十
一
日
特
惠
關
税
法
を
制

宛

實

.施

し

た

る

も

、
綿
布
及
綿
製
品
、
セ
メ
ン
ト
、
硝
子
及
キ
ヤ
ン
バ
ス

靴
は
特
惠
品
目
中
ょ
り

除
外 

せ
ら
れ
、

絹

布

及

人

遍

布

に
就
い
て

は
僅
々
; #

-l
l
r
l五
分
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
て
實
質
的
に
は
日
本
品
は
た
し
た
打
擊
を
受
け
な
い
_

 

で
あ
る
。
然
る
に
本
年
八
月
十
五
日
東
朝
紙
に
依
れ
ば
遂
に
、
木
島
に
於
い
て
も
綿
製
品
に
對
し
、從
來
の
無
差
別
な
る
一
割
を
廢
し
、 

英
國
品
に
は
据
置
き
と
し
、
日
本
品
に
は
そ
め
ー
一
倍
乃
至
三
倍
の
課
說
'を
爲
さ
ん
と
す
る
計
畫
が
あ
る
由
で
あ
る
。
こ
れ
が
實
現
す
れ 

ば
致
命
的
大
打
賴
た
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
.
0 

地

中

傭

の一

小
鳥
'マ'ル
タ
及
び
ザ
ィ
ブ
ラ
ス
.

島
で
さ
'へ
も
、
日
本

品
排
斥
の
聲
が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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日

印

邁
.商
：
間
：
題

.廣
袠1

否
八
十
萬
平
方
哩
、
ガ
ン
ヂ
ス
の
沃
野
は
大
英
帝
國
の
礎
^
で
あ
る
、
英
國
資
本
主
義
は
こ
V
に
原
料
を
求
め
、
こ
\
に
そ
の 

製
品
の
市
場
を
見
出
し
た
。
然
る
に
は
本
資
本
主
義Q

發
展
は
、
.ィ
ン
ド
を
：

II
本
忙
對
し
て
も
亦
间
様
の
關
係
に
置
い
た
。
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I
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濯
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唆

也
と
し
て
の
印
度
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l

布
の
.
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市
場
と
な
つ
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S
は
此
處
に
そ
の
极
元
を
持
つ
。
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れ
と
I

印
度
は
明
か
i

l

命

|

響
を
受
け
て
ゐ
る
.0
綿
業
、
麻
、
裏

蠻

於

い

て

t

的
組
織
は
麗
し
つ

V

I
。.詧

る
0
日
印
通
商
問
題
は
か
-
る
事
實
に
依
;0
て
複
雜
化
さ
.れ
る
0

一
九
三
〇

年
三
品

度
政
府
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初
め
て
日
英
兩
國
綿
製
品
に
I

塞
を
設
け
た
。
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:

一
割
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い
た
。

日
印
通
商
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題
の
發
端
は

こ
、
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見
出
さ
れ
る
。
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施
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一
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日
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庥
を
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じ
て
印
通
商
條
約
の
破
棄
を
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吿
し
、
六
月
七
日
印
度
産
業
保 

證
法
の
發
動
ね
依
り
'て
、
平
織
坐
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綿
布
の
關
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を
從
價
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ら
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擧
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分
に
引
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績
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日
本
及
び
英
國
商
品
の
市
場
と
’し
て
、
ィ
ン
ド
は
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
。
日
印
問
題
の
重
要
性
は
こ
の
點
を
明
力
に
す
る
こ

，と
に
依
つ
て
決
定
さ
れ
る
。 
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麓
人
の
^

】

^

^

卜
| ?

ヒ
|
 

て
印
度
綿
エ
業
は
霞
I

。
同
時
に
|

の
擴
大
に
依
|

麗

業

が

|

さ
れ
る
。
そ
れ
故 

I

に 

t

 む
I

I

く 
1

。
但
し
I

I

數 

.
字
孓
多
少
前
表
の
そ
れ
と
噴
違
つ
て
ゐ
る
が
、
國
產
品
の
急
艰
の
勢
は
充
分
矛
さ
れ
る：

(
■

■

■
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'
:機
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：
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(
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平
方
i
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九 
ニ
九
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五
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五
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一
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、
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四
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五
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u

r
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Q

I
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改
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雞

譽

I

s

i

l
。
そ
し
1

大
幅
引
i

正
I

通

が

ぁ
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；
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星

：通
商
間
：
題

概

翦
:

: 
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八

c

r

s〇) 

昨

年

十

一

月
H

c

o
..
、
 

ー
$
公

六

：

十
.一:1

月

.
,
.
.
$
0 

,

:四
0
九 

本

牢

一

月
'
：

:

-
..
;

四

四
d

パ

-
四

西•：

四 

...一
 

〉

,

本

、
年.：ニ
：月

".：
'

四五

•〇：：

'■
:

.

,マ：
.，

三
ー
す
七
.：

」

'
本

年

：
三

月.
',
へ
 

.
.

.

,

'
 

.

然
る
に
前
記
八
月
三
十1

H

の
引
土
に
對
し
て.

は
、
カ
ル
カ
ツ
タ
、
イ
ン
ド
人
商
業
會
議
所
會
頭
及
び
ボ
ム
べ
イ
紡
續
聯
'合
會
の
モ
デ 

イ.

は
圆
價
の
一

;if

低
落
せ
る
を
理
由
と
し
て
不
滿
足
を
表
明
し
、.

ボ
シ
ベ

‘

イ
英
人
.商
業
會
議
所
會
頭
は
紡
織
以
外
の
諸
產
業
の
保
謹
を 

カ
說
し
、
ア
ー
メ
ダ
バ
ッ
ト
紡
續

M

合
會
副
會
頭
は
今
次
の
增
税

t

歡
迎
す
る
も
、
ラ
ン
カ
シ
ヤ
ア
製
品
亦
イ
ン
ド
綿
業
の
脅
威
た
る 

こ
と
を
述
ベ
；た
0
其
他
(0.
輿

>

1:5
:

31
:

觀
す
る_

に
右
5
上.

を
以
て
不
充
分
な
り.

と
す._

る
意
風
が
多
い
。
否
十
一
.月
ニ
十
八
日
の
ボ
ム
べ
イ 

の
タ
イ
ム
ス
» :

は
2

^

條
ぬ̂

_

|

を
、

_

し
た

9

^
1.

月
十
书
歐
洲
人
商
業
會
議
所
聯
合
大
倉
は
爲
替
下
落
國
ょ
り
の
輸
入
品
に
對 

し
、
印
度
產
業
保
護

‘

の
爲
め
、命
令_

を
以
て
適

{

且
の
措
置
を
執
り
得
る
權
限
を
政
府
に
與
ふ
る
法
律
を
制
定
す
べ
し
と
決
議
し
た
。
印
度 

.に

於

け

る

か

V

る
論
調
は
英
本
國Q

同
様
な
る
形
勢
と
結
合
し
た

o
.

即
ち
、
昨
年
十
二
月
九
日
ラ

.

ン
カ
シ
ヤ
ア
各
部
門
代
表
は
マ
ン
チ 

.

ス
タ
ー
に

#

合
.

し
て

'

排
日.

ロt i
n

、：の
決
議
を
な
し
た
る
が
、
更
に
本
牢J

月.

十
1

ニ
日
綿
業
當
事
者
及
關
膝
者
五
百
余
名
マ
ン
チ
ス
タ
ー
に
會 

合

し

、
，
.十

1
1

月
九
日
の.

，決
議
實
現
の.

爲
め
政
府
に
對
し
積
極
的
運
働
を
開
始
す

i

る
こ
と
、
及
び
と

Q

目
的
贳
徹

.

の
爲
め

.

0

0
-

1

 

J
々

d
e

_

 

L
e

a
g

u
e

を
組
織
す.

る.

と
と
を
決
議
し
た
。
か
く
の
如
き
輿
論
と
吾
國
爲
替
您
落
の
事
實
と
は
遂

'

に
三
月
六
日
イ
ン
ド
議
會
に 

於
い
て
爲
替
ダ
ン
プ
問
題
が
討_

さ
れ
る
に
至
つ
た
，が
、
之
に

•

對
し
商
務
長
官
は
爲
替
ダ
シ
ブ
•に
對
し
即
時
對
策
を
講
ず
ベ
し
と
の
要 

求
が
多
數
の
一
致
せ
る
處
な
る
を
認
め
、
近
き
將
來
に
於
い
て
政
府
の
炎
宛
を
發
表
す
べ
し
と
答
へ
た
？
三
月
八
日
の
ボ
ム
ぺ
イ

M

^ x

-V,

:;

の
：タ
イ
ム
ス
皆
印
條
約
を
改

¥

1

非
ざ
れ
ば
到
底
所
期
の

I

を
達
し
得
s

i

じ
た

o
.

こ

れ

旣

.に

鳳

が

昨

年

十

一

月

ニ 

:

十
八
日

0

社
說
に

.

於
け
る
圭
張

0

^

覆
で
あ
る

'

0

:
'.

'

''
”

.
と
り
主
張
は
奪
現
さ
優
9

■

駐

英

大

使

成

先

ィ

：モ

ゾ

英

外

根

よ

り

一

九

O

四

年

の

日

s

通
商
條
約
力
*̂
月
十
日
を
以
て
束
了
す 

I

s

隞
S

し
た
I

時
S

月

八

日

ィ

ジI

庇

は

印

藝

I

障
法
案
I

院
I

出

し

十

^

 

I

を
通
過
し
た
。
日
印
通
商
條
約
の：

廢
棄
感
業
保
障
法
と

I

s

、
最

慮

國

變

I

む
I

通
商
條
約
の
#
す
る
.限
り
,
產

.

.業
保
障
法
の
發
動
.が
娇
げ
ら
れ
石
か
&
で
あ
、る
，

、

.
、

.

「

，
，
,
. 

'

.

 

ぶ
註y

 

 ̂

別
國 

:

:

:

©製
.̂
-に
^
る
陳
種
，か
物
品
に
適
用
せ
ら
を」

最
低
率
队
亂
蹄
を
賦
課
せ
ら
る
べ
し
.

:

へ
'会

5
.-
印
讓
業
霞
法
の
外
國
商

,

-
:

一
で
寶
却
さ
れ
、
又
は_

歎
さ
る
、%

.

.

總
督
ゆ
必
緊
認
む
る
調
萝
後
、|

吿
示

|

飞
當
該
印

|

業
の
刺
|

衡
す
る
ド

'ン

.'
■'ン
'

I
なり

m

め
蒙

I

办
f

を
賦
攀
動
チ

^
^

H
あ

り〕

'

右
の
如
I

ン
I

の
政
策
に
：對
し
、
：報
復
と
3

1

^

'綿
業
&

體
が
四
月
十
九
I

表
f

聲
明
書
务「

印
度
政
府
に
於
て
反
省
馨
1

|

於
5

我
々
，は
事
件
の
愈
^

非
常
f

典
心
I

て
本
問
f

 

i

i

f有
I

び

と

象

f

明
t

£

1
い
o
:然
も
印
I

の

防

餘

は 

上
向
に
減
退
.せ
ず
、
5

十
九
白
醫
下
院
議
員
ス
コ
ッ
ト
は
輸
.人
稅
賦 

以
て
日
本 

綿
#
進
出
を
防
止
す
べ
き
案
を
_
會
に
提
出
0
た
デ
'
ブ
'

|

敝
|

題
紙
觀 

^
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X
I
1
S
1
)



i

」

:I
_

'

1

:
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:
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.cl;

雪

'

然̂

界

丹

：七.日
、
，'印
度
は
.綿
.布
新
關
税
實
施
，を
行
つ
た
o
こ
れ
は
ダ\

ブ
防
JK
法
に
よ
る
も
の
で
なく、

一
 

八
九
四
年
の
印
度
關
税

/
法
i

l鑛

懲

項

.の
規

定

，
に

基

く

あ

の

.令
，あ

二

.

.

.

.

.

. 

-r

.パ
P

一 
ル
九
乾
印
度
關
税
_
敗ーー
|條
,

項
-
^
-
一
 
八
九
羅
關
敗
璧

.

.定
率

表

第

七

歡

の

規

定

に

依

り

取

度

品

よ

り

高

關

稅

を

課

せ

.ら
る 

' 

'

篆
外
國
品
が
印
度
的
地
に
そ
製
擎
袅
る
.间
種
品
S

.
へ

ぎ

す

る

保

譴

翁

 

て
印
度 

V

.

ぃ
■:
に
輸
人
さ
れ
居
る
.と
:̂
を
認
め
た
る
場
合
、.印
度
總
督
：は
.印
度
官
報
赏
ボ
.を
以
て
.
.、：
必
要
と
認
め
る
範
圍
ま
で
關
税
の
引
^

.
な
牙
-
と
を
得

右
贫
關
秽
法
に
依
れ
ば
.
.英
國
爆
よ
り
，輸
入
ざ
る
、
.平
織
也
地
線
布
に
對
じ
最
庶
#
價
七
割
五
分
文
.は

重

量—*
ボ

ン

ド

に

就

き

六

ナ 

.

ン
ナ
四
分
の
三
の
何
れ
'か
高
ぎ
方
^
課
し
、
■右
以
外
の
綿
布
も
英
品
を
除
き
、
七
割
五
分
の
■輸
入
税
を
賦
課
さ
れ
る
。
併
し
こ
れ
は
當 

時
の
相
場
で
'み
れ
ば
靈
税
は
六
割
五
分
、
從
懷
税
は
四
割
，一

11.

分
位
に
當
り
、
從
來
に
比
，レ
て
各
ニ
.割
方
の
加
導
ぁ
る
爲
め
、
'打
®

-

は
決
宠
的
で
な
い
.と
報
ぜ
ら
れ
た
。
印
度
侧
の
對
H.
:
乎
段
は
，
^I.

炙
で
、の
處
、
こ
れ
で
綏
0
て
ゐ
る
0
.

印
度
の
對
日
は
勿
論
綿
製
品
O'
み
•で
.な

く

、
：
紙

妒

及

处

敗

に

も

及

參

ゐ

.る
。
即

ち

本

繁

远

‘ブ
^

又
は
一
平
方
ヤ
！
ル
‘に
付
き
：五「

，ア
ゾ
.ナ」

0
佩

れ

か

高

き

方

を

課

し

、

絹

又

は

人

絹

交

織

物

に

は

從

價

ー

ヒ

割

'/
|
:
分

又

は

一

平

方

ャ

ー

ル 

に
付
き一

一

「

ア
ン
ナ
.

J

1ニ「

ハ
ィ
し
の
各
れ
か
高
皂
方
釔
雜
ず
各
匕
と
-
し̂
た
ぅ
こ
れ
は
备
ぐ
對
英
關
係
か
ら
で
、
前
揭
統
計
表
を
_
み 

ら
れ
た
い
o 

.
但
し
右
關
歡
S-
竟
一
.一
十
二
白
ィ
ン
' 

K立
法
議
#.
に
於
い
て
.

1

.部
修
正
を
受
け
、
.
.絹
織
物
に
は
.從
f
稅

を

ま
ザ

V
、交
織 

物
に
も
.，
九
.

「

ヤ
1

$

:以
下
の
端
切
に
は
|

看
税
の
み
と
敦
し
だ
0 

虞

れ

た

：
か

ら

：で

あ

今

'
:以
_て
前
記
關
：税
_の
高
_
な
る
を
知
り
得
る
0 

，ベ1
S
T
:

の
綿
布
關
需
引
.上
.で
憤
激
し
^
の
は
.日
本
綿
業
關
係
_

.
あ
.る
6
紡
續
聯
I

は
：八
日
舉
よ
り
大
阪
綿
業
ク
ラ
ブ
fc

I

I；
|
I
?
| ：
1

I ....

^ 毅':

緊
■

員
#
を
開
催
し
、
_
員
會
社
1:
:

社
出
席
し
、
十
晉
統
績
聯
合
協
議
會
を
開
き
印
綿
不
買
を
提
案
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
同 

時
に
出
席
曹

^S

は
當
日(

八
日)

以
後
、
印
棉
不
買
の
*
合
せ
を
行
つ
た
。
' 而
し
て
十m

日
の
聯
合
會
は
全
-#1
致
を
以
て
印
綿
不 

買

を

可

決

し

：
た

。

'日
本

，綿

織.物
.エ
康
並
に
同
業
擎
合
聯
合
會
も
之
が
支
持
を
可
決
し
た
。
日
本
經
濟
聯
盟
も
英
國
產
業
聯
署
長
、
英 

福
商
業
會
_
所
聯
合
#
長
及
び
^
シ
：
チ

，千

ス

メ

ー

商

業

^

所̂
會
頭
宛
1
齿

文

を

發

送

：し

た

-0 

i

ょ

り

先'
即

ち
.四
月
ニ
十
五
日
松
平
大
使
は
英
商
相
ラ
ン
> 
マ
.>
.養
し

日

印

通

腐

著

失

効

後

S

置

盛
 

挺
し
、：、新
協
定
の
締
結
餘
じ
て
は
英
政
府
贏
議
な
X
，
そ
れ
.に
は
印
度
政
府
と
ヵ
ル
ネ
タ
.駐
在
日
本
總
領

.*
と
の
f

現
地
交
渉 

の
話
が
行
は
れ
た
。
：.

1戋
會
商
.

Iは
I

餘

始

つ

'

®
茗

.辱
同

時

に

、
‘英
商
席
被
日
_

濟
關
喺
の
全
般
^

す
.る
爲
め
.に
、
：
日

英

協

議

會

_

案

妇

0
;、想

'籠
會

は

秘

的

.の
も

隹

^
る
が
、
：：日
询
^

の
で
ぁ
づ
.た
0
こ

の
.提
議
は
日
本
側
の
應
謙
す.
る.
處
と
.教
り
、
輕

濟

-#
_
日

本

-f
t
表
顧
僩
|
:野
11
九
郞
も
豫
«
商
議
の
爲
め
英
國
綿
業 

者
等
と
會
見
を
行
つ
|

*
、
：
日

英

協

讅

會

は

之

'|
:
備

敦

に

，
開

く

こ
^
、
：及
び
嫌
隹
者
の
'み
な
ら
ず
人
絹
業
者
も
之
に
參
加
す
る
こ
と 

に

蹄

が

纏

つ

た

。
，
代

表

考

も

旣

.
に

'^
發

し
た

!:
0

タ

ム1フ
日
#

.#
商

;̂
清

下

篇

.
--
CD
豫
H

、
兩
國
成
表
孓
決
定
さ
れ
4
に
至
；

つ
た
。
'
.
.
'
:
:
,
'
•

*'
:
,.-
;
_
: 

r
- 

- 

.
:
•..•:
,

.'
-ft
し
兩
#
商
0;
叙
否
は
全
然
懷
斷
が
出
來
&
い
,:
0
:
:
0;
眷

；馨

ぬ

於

い.て
は
七
丹
十
ブ
'0
英
商
相
が
東
朝
記
者
に
述
ベ
た
る
處
に
依 

.

ャ
％

、
'^ ;
亂
侧
は
他
#

の
綿
规
ロ
|
及
-̂
.掛
市

，場

を

分

割

す

^
が
.如
き
意
圖
を
以
で
.日

英

交

渉

を

進

：め
：
る

積

-}
;

で

ぁ
.る
.と

い

ふ:0
然

る

に 

荚

浒

以

ル

の

第

一

：一

爵

市

場

に

酿

し

:̂
ま
^
市
場
協
定
^
行
ふ
こ
払
ば
^
英
國
に
此
I;
.て
，優
舞
取
る
競
爭
力
を
有
す
る
日
本
侧
は
本
來
不 

赘
敗
f 

1

9

.
現
在
の
.日
本
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